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については，石炭のキノリン可溶分を対象に分子サイズおよび分子量分布測定を行い， N ， N-ジメチルホルムアミ
ドやピリジンのような極性溶媒中でも強く会合していることを明らかにしている。
(3) 中国のナツメ庄炭を対象に，本研究の主題の一つである化学構造モデルの構築を行っている。ここでは， Ru04試
薬による石炭の酸化， SiC14 -NaI 試薬による温和な条件下での前処理，より定量性の高い NMR 測定法の援用等のい
くつかの新しい手法を採り入れることにより，これまでの手法に比べてより確度の高い構造モデル構築が可能であ
ることを示している。
(4) 化学構造モデルの妥当性を評価する方法は，これまでほとんどなかったが，本研究ではこの点についても検討を
行っている。石炭構造を反映するパラメータとして密度に着目し，構造モデルから計算機化学的手法を援用するこ
とにより，密度を推算する方法論を開発し，密度の計算値と実側値を比較することにより，モデルの妥当性を評価
できることを示している。また，シミュレーション結果を援用しながら，構造モデ、ルの修飾-最適化が可能で、ある
ことを明らかにしている。
以上のように，本論文は石炭化学構造に対する様々な検討を行い，確度の高い構造モデル構築手法とその妥当性評
価に関する方法論の確立に成功している。その成果は，石炭化学および有機工業化学の発展に寄与するところが大で
ある。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
